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①H20年度より対策工を実施している「N地区VOC汚染」について、 
　　全体の浄化は進んでいるが一部区画で基準超過が続いている。

②H24年度より対策工を実施している「1,4-ジオキサン地下水汚染」
　　について、浄化は進んでいるが一部エリアで高濃度基準超過が
　　継続して確認されている。

土壌・地下水汚染対策：H26年時点の課題

課題の状況把握

・これまでの対策工実施状況
・地下水基準超過状況
・土壌中の汚染残留状況
・地形・地質状況

①N地区VOC汚染 ②1,4-ジオキサン地下水汚染

・これまでの対策工実施状況
・地下水基準超過状況
・各井戸の地下水揚水状況
・地形・地質状況

追加対策の必要性判断

追加対策工の工法検討・設計

要追加対策

・高濃度継続区画b-8、b-9の
　汚染土壌の掘削除去
・VOC洗い出しのための涵養源  
　（貯水池）設置

①N地区VOC汚染対策 ②1,4-ジオキサン地下水汚染対策

・A地区及びJ地区に追加で大口径集
　水井の設置、汚染地下水の揚水（集
水）を強化
・D地区に大口径集水井を1基設置
し、同様に対策を強化

H26年度実施項目

追加対策の必要性判断

浄化傾向の経過観察

○良い点
・b-8、b-9汚染土壌の掘削除去
　効果確認
・貯水池の設置効果確認
×課題
・県境鋼矢板周辺の区画での浄
化　が進まない傾向

○良い点
・A地区及びJ地区の大型集水井の　
設置効果確認
・D地区に大型集水井を設置し効果　
確認中
×課題
・AB地区境界部及びA地区地下水の
高濃度1,4-ジオキサンの浄化が進ま
ない傾向

課題解決のための調査・検討

県境鋼矢板周辺区画でのボーリ
ング調査で汚染状況の確認

・AB地区境界部でのボーリング調査で局所
的な1,4-　ジオキサン汚染状況確認
・A地区西側県境部に局所的とみられる高
　濃度土壌の存在が判明

追加対策の必要性判断

・AB境界部の1,4-ジオキサン高濃度　
　土壌の掘削除去
・A地区西側で追加の調査・対策実施

追加対策工の工法検討・設計

要追加対策

H27年度実施項目

要追加対策

・VOCの地下水基準超過が継続
していた5区画（a-1,c-1,d-1,d-
5,e-3）において、原位置フェントン
工を実施

①N地区VOC汚染対策 ②1,4-ジオキサン地下水汚染対策

・AB地区境界部で、H27年度に続き追
加の掘削除去を実施

・掘削除去が困難なAB地区境界部北
側法面に汚染地下水排水の為の横ボ
ーリング工を実施

・J地区で、既設のライナープレートの
中から地下水集水のための横ボーリン
グ工を実施

・D地区に大口径集水井を4基追加設
置し、汚染水を集水を強化

・1,4-ジオキサン環境基準超過土壌
が確認されたA地区西側県境部にお
いて詳細調査を実施し、汚染範囲を
特定の上で局所的な汚染土の掘削除
去を実施

対策完了
(地下水モニタリングは継続)

基準適合を確認

基準適合・対策工効果
の確認

対策工効果の確認

これまでの浄化傾向を踏まえた
浄化完了時期の再検討

濃度低下傾向を確認

H28年度実施項目

H27年度検討結果を踏まえた追加対策工の実施

 

 岩手・青森県境不法投棄現場の岩手県側原状回復事業における土壌・地下水汚染の現状と今後の対応方針に関するフローを図 1に示す。 

  

1 土壌・地下水汚染の現状と対応方針 

図 1 土壌・地下水汚染：現状と今後の対応方針フロー図 
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H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

地下水揚水処理

　　

大口径揚水井戸設置・揚水処理

地
下
水
V
O
C

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

対
策
工
効
果

・不飽和帯は掘削
除去により浄化完
了。

・全体的に基準超過区画
は減少。
・揚水井戸のある区画の
近傍で基準超過が継続し
ている。

・基準超過が継続するは
a-1,c-1,d-1,d-5,e-3の5区
画のみとなる。
・上記5区画において、ﾊﾟ
ﾜｰﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰを用いたフェン
トン工を実施。
・周辺井戸による地下水ﾓ
ﾆﾀﾘﾝｸﾞで基準適合の継続
を確認。

不
飽
和
帯

対
策
工

飽
和
帯
対
策
工

・バイオレメディエーション工・地下水揚水曝気
処理工により、地下水の基準超過区画は大幅
に減少した。
・当初に高濃度であった中央部(掘削箇所)近
辺に基準超過が残った。

・基準超過箇所において、既往井戸を使用した地下
水揚水を実施し、確実に汚染水を揚水処理したが、
基準超過箇所は増減を繰り返した。

・対象箇所の東側について、継続して基準適合しリバ
ウンドが確認されないため、浄化完了と判断。
・原位置フェントン工実施箇所は浄化完了。
・地下水涵養及び大口径井戸による揚水の効果と考
えられる基準超過箇所の西方向への移動が見られ
る。
・b-8、d-5では、基準超過が対策工開始から継続して
確認されている。

浄化開始前（Ｈ21.4-6月）

基準超過：87/87区画

Ｈ23.3月

基準超過：20/87区画

Ｈ23.8月

基準超過：11/87区画
Ｈ24.6月

基準超過：15/87区画

Ｈ25.12月

基準超過：14/82区画

Ｈ26.12月

基準超過：11/44区画

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

N地区掘削部

キャッピングシート撤去、地下水涵養

高濃度区画：

地下水揚水曝気処理工

N地区掘削部

原位置フェントン工

高濃度区画：掘削除去・場外処分
生石灰混合工法

バイオレメディエーション

VOC11項目のうち、基準に比して

最大の超過率を示す物質を記載

Ｈ27.12月

基準超過：7/38区画

b-8、b-9掘削・フェントン工

地下水涵養の貯水池設置

a-1、e-3追加調査

Ｈ28.7月

基準超過：0区画

浄化対策工

の完了

地下水モニタリングの実施

5区画でフェントン工実施

浄化対策工

の開始

N地区浄化対策工実施期間

約8年

フェントン工実施

2.1  N地区で実施した浄化対策工の整理 

原状回復事業開始時点から最も高濃度かつ広範囲の VOC汚染が存在した N地区では、H20

年度以降様々な浄化対策を実施してきた。これまで N 地区において実施された対策工と実

績を表 2-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 N地区では、H28年度までに種々の対策工が実施され、多くの箇所で浄化が確認されてきた

が、県境鋼矢板付近の 5 区画については、基準超過が継続していた。この 5 区画について、

H28年に原位置フェントン工を実施浄化を確認したことで、N地区の全ての汚染区画について

浄化対策を完了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 N 地区 VOC 汚染対策 

表 2-1 N地区での浄化実績一覧表 

西 東 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

11/40区画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

4/7区画

2.2 N地区汚染残留状況の確認 
N 地区地下水 VOC(11 項目)モニタリングの主な結果を図 2-1 に示す。この図では、モニタ

リング結果における基準超過項目が、基準比で最大の超過率を示した物質について示したも

のである。 

基準超過が確認されている物質は、1,2-ジクロロエタン、1,2-ジクロロエチレン、トリク

ロロエチレン、テトラクロロエチレン、ベンゼンであり、その濃度は測定時期により変動が

見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 浄化開始前から H24年度までは、主に中央部に VOC高濃度区画が存在した。H25年度に a’-1

と e-1 に大口径井戸を設置し、揚水を開始してからは県境部鋼矢板周辺への高濃度区画の移

動が見られる。近年は大口径井戸の近傍区画で VOC 高濃度区画が見られる。VOC 入廃ドラム

缶が埋設されていた箇所で、特に高濃度の汚染が存在した区画においては、原位置フェント

ン工と掘削除去工による対策を行い浄化が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1 N地区地下水 VOCモニタリング結果の変遷 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

11/44区画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

16/44区画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

14/82区画

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

基準適合 5-50倍

5倍以下

15/87区画１１区画９区画

15/87区画

7/9区画
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

20/87区画 大口径井戸 2カ所 

浄化開始前(H21.4～6 月) H23.3 月 H24.6 月 H25.12 月 

H26.5 月 H26.12 月 

原位置フェントン工実施箇所 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

87/87区画

※N 地区の全域で VOC 汚染を確認 ※汚染は中央部区画にのみ残留 ※汚染は主に遮水壁付近に集中 ※汚染は中央部区画にのみ残留 

※汚染は主に遮水壁付近に集中 ※汚染は主に遮水壁付近に集中 

H27.5 月 

掘削除去工実施 

H28.3 月 

※汚染は主に大口径井戸近傍に集中 ※汚染は主に大口径井戸近傍に集中 

VOC入ドラム缶埋設箇所 
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2.3 平成 28年度に実施した対策
 N地区に残留する VOC汚染の浄化を促進するための対策工を、第 23回汚染土壌対策技術検

討委員会（平成 28年 3月開催）におけるご意見に基づき実施した。 

H28年度実施追加対策工 

①パワーブレンダーを用いた現位置フェントン工による浄化工（H28年 4～7月実施） 

 

第 23 回汚染土壌対策技術検討委員会では、図 2-3 に示す 4 区画(a-1,d-1,d-5,e-3)を対象

として原位置フェントン工の実施を検討したが、その後の土壌調査やモニタリング結果から

c-1 も比較的高濃度の VOC が残留していると判断し対策工の対象とした。このため、5 区画

(a-1,d-1,c-1,d-5,e-3)において原位置フェントン工を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOC汚染が集積した降下火砕物(Af層)深部と凝灰角礫岩（Tb

層）上部に対して、パワーブレンダーを用いて原位置で土壌

とフェントン工薬液との撹拌を行い、VOCの酸化反応を促進す

ることで汚染土壌の浄化を行った。 

 汚染地下水の集水に伴う大口径井戸周辺への汚染蓄積のイ

メージを図 2-4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

大口径井戸周辺のフェントン工対象区画の施工前後の VOC 土壌溶出量試験結果を表 2-2、

表 2-3 に示す。フェントン工を実施した 5 区画全てにおいて、施工後は土壌中の VOC 濃度の

低下が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準適合（検出） 基準超過 要対策範囲 
 

 

大口径井戸(北側) 

大口径井戸(南側) 

d-5 

e-3 

d-1 

a-1 

c-1 

第 23回委員会で検討した 4区画 

追加で対策対象とした 1区画 

図 2-3 N地区追加対策工まとめ 

パワーブレンダーによる 
土壌・薬液撹拌状況 

 

北 南 

大口径井戸（北） 大口径井戸（南） 

盛土(Bs) 

凝灰角礫岩(Tb)：不透水層 

降下火砕物(Af) 

河床堆積物(As) 
地下水流向 

地下水流向 地下水流向 

VOC汚染の集積 

VOC汚染の集積 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

b`

a`

a

b

c

d

e

f

g

凡例

今回調査なし

基準適合 5-50倍

5倍以下 50倍超

7/38区画

 

ドラム缶埋設区画の高

濃度区画 b 列、c 列とも

に浄化完了 

揚水井井戸近傍への汚

染の集積が見られる 

大口径南 

大口径北 

○対策箇所           ○対策工法 

a-1： 深度：EL436～438m    パワーブレンダ―による原位置フェントン工 

d-1：  深度：EL431～433m  

d-5：  深度：EL436～438m  

e-3： 深度：EL436～437m  

c-1： 深度：EL431～432m  

図 2-4 大口径井戸周辺への汚染蓄積のイメージ 

表 2-2 フェントン施工前後の対象区画の土壌調査結果(1) 

a1区画のボーリング結果

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

442m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

441m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

440m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

439m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

438m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

437m ND ND 0.0008 ND 0.004 ND ND ND 0.0005 ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

436m ND ND 0.0007 ND 0.004 ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01

施工後（H28.6）

標高

施工前（H27.12）

環境基準
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 対策実施後の大口径井戸北及び南での地下水モニタリングの結果を表 2-4 に示す。フェン

トン工実施後は地下水中の VOC 濃度は低下し基準に適合しており、地下水の浄化が確認でき

たことから、5 区画の原位置フェントン工完了をもって N 地区での VOC 汚染対策工を完了し

たと判断した。 

今後も大口径井戸（北及び南）での地下水のモニタリングを継続するとともに、地下水排

水対策で今年度設置した大型集水井でも今後モニタリングを実施し、地下水が環境基準に適

合していることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-4 5区画でのフェントン工実施後の大口径井戸での地下水モニタリング結果 

表 2-3 フェントン施工前後の対象区画の土壌調査結果(2) 図 2-5 H28対策個所と N地区対策完了後の地下水モニタリング地点 

大口径井戸(北側) 

大口径井戸(南側) 

d-5 

e-3 

d-1 

a-1 

c-1 
大型集水井（今年度設置） 

推定地下水流向 

N地区対策完了後の地下水モニタリング地点 

H28年度フェントン工実施箇所 

大口径北 大口径南 大口径北 大口径南 大口径北 大口径南 大口径北 大口径南

ジクロロメタン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

四塩化炭素 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002

1,2-ジクロロエタン <0.0004 0.0015 <0.0004 0.0016 <0.0004 0.0005 <0.0004 0.0007 0.004

1,1-ジクロロエチレン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.1

1,2-ジクロロエチレン <0.004 0.011 <0.004 0.009 <0.004 <0.004 <0.004 0.005 0.04

1,1,1-トリクロロエタン <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 1

1,1,2-トリクロロエタン <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006

トリクロロエチレン <0.001 0.009 <0.001 0.006 <0.001 0.001 <0.001 0.002 0.01

テトラクロロエチレン <0.0005 0.0068 0.0005 0.0060 <0.0005 0.0011 <0.0005 0.0030 0.01

1.3-ジクロロプロペン <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002

ベンゼン <0.001 0.0002 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01

基準適合（検出） 基準超過

項目
７月 ８月

環境基準
９月 １０月

c1区画のボーリング結果

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

442m － － － － － － － － － － － 0.004 ND 0.0004 ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

441m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

440m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

439m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

438m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

437m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

436m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

435m ND ND 0.0011 ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

434m ND ND 0.0010 ND 0.004 ND ND ND ND ND 0.002 ND ND 0.0004. ND ND ND ND ND ND ND ND

433m ND ND 0.0008 ND 0.004 ND ND ND ND ND 0.001 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

432m ND ND 0.0013 ND 0.004 ND ND 0.002 0.0006 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

431m 0.004 ND 0.0024 ND 0.005 ND ND 0.006 0.0028 ND 0.010 0.004 ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01

ｄ１区画のボーリング結果

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

442m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.003 ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

441m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.006 ND 0.0006 ND ND ND ND ND 0.0007 ND ND

440m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.004 ND 0.0006 ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

439m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.005 ND 0.0006 ND ND ND ND ND 0.0006 ND ND

438m ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0068 ND 0.001 0.002 ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

437m ND ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND 0.001 0.003 ND 0.0005 ND ND ND ND ND ND ND ND

436m ND ND 0.0009 ND ND ND ND ND ND ND 0.003 0.003 ND 0.0005 ND ND ND ND ND 0.0006 ND ND

435m ND ND 0.0011 ND ND ND ND ND ND ND 0.007 0.002 ND 0.0004 ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

434m ND ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND ND

433m ND ND 0.0004 ND ND ND ND ND ND ND 0.006 0.003 ND 0.0005 ND ND ND ND ND 0.0006 ND 0.001

432m ND ND 0.0025 ND ND ND ND ND ND ND 0.018 0.002 ND 0.0004 ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

431m ND ND 0.0015 ND ND ND ND ND ND ND 0.019 0.002 ND 0.0006 ND ND ND ND ND 0.0006 ND 0.001

0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03※ 0.01 0.002 0.01 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03※ 0.01 0.002 0.01

d5区画のボーリング結果

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

444m － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

443m － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

442m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

441m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

440m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

439m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

438m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.001 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

437m ND ND 0.0004 ND 0.004 ND ND ND 0.0006 ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

436m ND ND 0.0022 ND 0.027 0.0017 ND 0.008 0.0081 ND 0.004 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

435m ND ND ND ND 0.004 ND ND ND 0.0005 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0005 ND ND

0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01

e3区画のボーリング結果

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

ジクロ

ロメタ

ン

四塩化

炭素

1,2-ジ

クロロ

エタン

1,1-ジ

クロロ

エチレ

ン

シス-

1,2-ジ

クロロ

エチレ

ン

1,1,1-ト

リクロ

ロエタ

ン

1,1,2-ト

リクロ

ロエタ

ン

トリクロ

ロエチ

レン

テトラク

ロロエ

チレン

1.3-ジ

クロロ

プロペ

ン

ベンゼ

ン

444m － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

443m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

442m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

441m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

440m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

439m － － － － － － － － － － － ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

438m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.003 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

437m ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.003 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

436m ND ND 0.0015 ND 0.013 ND ND 0.002 0.001 ND 0.005 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 1 0.006 0.03 0.01 0.002 0.01

基準適合（検出） 基準超過 要対策範囲

施工後（H28.6）

標高

施工前（H27.12） 施工後（H28.6）

標高

施工前（H28.4） 施工後（H28.6）

標高

施工前（H27.4） 施工後（H28.6）

環境基準

環境基準

環境基準

標高

施工前（H26.12）

環境基準
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南調整池 
沈
砂
池 

 

3.1  1,4-ジオキサン地下水モニタリング状況 

モニタリング井戸及び揚水井戸における 1,4-ジオキサン地下水モニタリング地点を

図 3-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 1,4-ジオキサン地下水汚染対策 

図 3-1 1,4-ジオキサン地下水モニタリング地点 

現場空撮状況 (H27 年 10 月 6 日撮影) 

B-1 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

ヨ-4 0.13 0.13 0.11 0.15 0.12 0.48 0.17 0.18 0.12 0.095 0.10 0.11 0.12 0.077 0.12 0.15 0.14 0.15 0.14 0.18 0.18 0.18 0.16 0.17 0.15 0.16 0.042 0.14 0.15 0.14 0.14 0.13 0.12 0.10 ヨ-4

ヨ-5 0.074 0.089 0.10 0.082 0.023 0.014 0.064 0.064 0.13 0.16 0.20 0.22 0.24 0.26 0.29 0.30 0.085 0.11 0.34 - - 0.33 0.29 0.30 0.34 0.098 0.22 0.17 0.27 0.26 0.26 0.23 0.20 0.14 ヨ-5

ヨ-6 0.23 < 0.005 0.097 0.025 < 0.005 < 0.005 0.022 0.034 0.017 0.022 0.025 0.028 0.014 < 0.005 0.020 0.029 0.020 < 0.005 0.030 0.026 0.019 0.031 0.028 0.029 0.028 0.016 - 0.019 < 0.005 0.022 0.014 0.027 0.023 0.007 ヨ-6

1-⑤-ｳ 0.11 0.56 0.62 0.59 0.62 0.59 0.65 0.63 0.76 0.83 0.72 0.68 0.61 0.72 0.59 0.65 0.60 0.59 0.65 0.78 0.67 0.52 0.53 0.45 0.49 0.50 0.56 0.64 0.49 0.67 0.60 0.57 0.72 0.68 1-⑤-ｳ

大型井戸 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.053 0.061 0.072 0.078 0.092 0.069 0.093 0.057 0.066 0.056 0.083 0.10 0.082 0.057 0.034 大型井戸

ヨ-1 7.1 7.8 6.8 0.82 0.10 0.41 0.15 6.5 5.1 4.8 0.70 1.7 0.064 0.53 5.6 0.12 4.8 0.009 5.4 4.9 4.6 2.7 0.22 0.11 0.57 0.11 0.46 0.40 0.83 0.77 - - - - ヨ-1

（B-1） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2.9 2.8 2.1 0.82 （B-1）

ヨ-2 1.9 1.6 8.2 2.0 0.64 0.38 3.0 6.0 3.2 4.0 2.6 0.82 0.50 0.57 2.8 0.71 0.97 0.14 0.41 3.3 1.8 3.4 2.9 2.8 - - - - - - - - - - ヨ-2

ヨ-3 0.38 0.82 0.40 0.36 0.80 0.33 0.84 1.2 0.58 0.83 0.22 0.13 0.54 0.47 1.1 0.75 0.39 0.049 0.80 1.2 0.27 0.47 0.11 0.16 0.25 0.16 0.33 0.23 0.14 0.21 0.53 0.058 0.39 0.21 ヨ-3

B地区貯水池 - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.35 0.21 0.042 0.048 0.048 0.094 0.026 0.16 0.023 1.0 2.4 0.58 0.31 0.16 0.15 0.20 0.20 0.080 0.057 B地区貯水池

ヨ-7 0.007 0.009 0.006 0.005 0.013 0.010 0.013 <0.005 0.009 0.008 0.007 0.005 0.007 < 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.006 0.006 0.005 0.005 0.005 0.006 0.006 - 0.007 < 0.005 0.005 0.006 0.006 0.005 < 0.005 ヨ-7

ヨ-8 0.28 0.39 0.17 0.64 0.68 0.96 0.22 1.2 0.35 0.71 0.34 0.91 0.70 0.37 0.47 0.006 0.047 0.031 0.028 0.035 0.087 0.024 0.066 0.064 0.15 0.051 0.17 0.058 0.083 0.072 0.017 0.079 0.016 0.016 ヨ-8

1号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.059 0.10 0.074 0.095 0.071 0.087 0.088 0.071 0.068 0.058 1号集水井

E ヨ-9 0.18 0.17 0.22 0.16 0.15 0.17 0.014 <0.005 <0.005 0.070 0.061 0.065 0.042 < 0.005 0.052 0.054 < 0.005 0.045 0.036 0.046 0.043 0.050 0.048 0.046 0.034 0.050 - 0.005 < 0.005 0.031 < 0.005 0.018 0.021 0.006 ヨ-9 E

G ヨ-11 0.053 0.062 0.072 0.051 0.037 0.035 0.049 0.041 0.039 0.073 0.17 0.090 0.093 0.089 0.012 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.011 0.020 0.020 0.017 0.018 0.014 - 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <　0.005 <　0.005 <　0.005 ヨ-11 G

ヨ-12 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.008 0.006 - - - - - - - - - - - - - ヨ-12

ヨ-13 0.046 0.033 0.050 0.030 < 0.005 0.037 0.042 0.049 0.062 0.099 0.096 0.098 0.019 0.013 0.098 0.096 0.090 0.084 0.082 0.090 0.082 0.054 0.065 0.045 0.085 0.088 0.062 0.059 0.054 0.063 0.064 0.066 0.084 0.067 ヨ-13

ヨ-14 0.008 - - - - - - - - - - - - - - - - - - < 0.005 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - ヨ-14

ヨ-15 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.063 0.006 - - - - - - - - - - - - - ヨ-15

北調整池集水井（東） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.030 0.013 0.061 0.040 0.034 - 0.040 0.015 0.046 0.017 0.022 0.045 0.033 北調整池集水井（東）

北調整池集水井（西） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.019 0.025 0.018 0.016 0.020 - 0.021 0.020 0.018 0.009 0.011 0.014 0.019 北調整池集水井（西）

ヨ-16 0.041 0.013 0.012 0.009 0.043 0.030 0.024 0.032 0.020 0.019 0.025 0.016 0.006 0.026 0.020 0.011 0.008 < 0.005 0.012 0.013 0.026 0.018 0.019 0.014 0.014 0.009 - 0.014 < 0.005 0.015 0.016 0.007 0.010 0.006 ヨ-16

ヨ-17 0.012 0.019 0.040 0.035 0.073 0.051 0.043 0.024 0.028 0.021 0.027 0.016 0.013 0.007 0.012 0.007 0.008 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 0.005 0.005 0.006 0.005 - < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 ヨ-17

大型井戸（南） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.11 0.090 0.097 0.097 0.11 0.080 0.064 0.032 0.071 0.11 0.11 0.049 0.028 大型井戸（南）

大型井戸（北） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.056 0.023 大型井戸（北）

H18-4 0.81 - 0.22 0.33 0.12 0.089 0.012 0.050 0.008 0.070 0.048 - 0.046 0.010 0.013 0.012 0.012 0.010 0.011 0.015 0.016 0.015 0.017 0.019 0.022 0.015 - 0.011 0.019 0.029 0.043 0.036 0.022 0.017 H18-4

2号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.068 0.057 2号集水井

3号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.024 0.020 3号集水井

大口径北 - 0.28 0.27 0.31 0.17 0.27 0.019 0.069 0.014 0.097 0.090 0.092 0.008 0.070 0.074 0.097 0.085 0.077 0.079 0.085 0.082 0.082 0.080 0.071 0.026 0.062 0.079 0.075 0.052 0.043 0.040 0.052 0.054 0.049 0.064 0.060 0.040 0.030 0.028 0.023 0.023 0.010 0.011 大口径北

大口径南 - 0.11 0.097 0.13 0.094 0.065 0.064 0.029 0.018 0.015 0.022 0.020 0.013 0.013 0.015 0.018 0.018 0.013 0.01 0.011 0.011 0.011 0.010 0.009 0.007 0.009 0.010 0.013 0.007 0.007 0.007 0.007 0.008 0.007 0.007 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 0.005 大口径南

ヨ-18 0.045 0.056 0.063 0.043 0.050 0.045 0.057 0.008 0.020 0.021 0.044 0.047 0.043 < 0.005 0.039 0.030 0.027 0.007 0.022 0.036 0.032 0.029 0.021 0.020 0.041 0.044 - 0.026 0.064 0.061 0.068 0.079 0.011 0.013 ヨ-18

ヨ-19 0.037 0.033 0.039 0.029 0.024 0.035 0.045 0.024 0.021 0.014 0.013 0.015 0.016 0.020 0.016 0.016 0.017 0.026 0.015 0.012 0.008 0.012 0.014 0.019 0.022 0.022 - 0.036 0.029 0.027 0.029 0.030 0.033 0.020 ヨ-19

地区外A西側 大口径Ａ - - - - - - - - - - - - - - - - 0.018 0.077 0.14 0.11 0.093 0.13 0.15 0.057 0.061 0.18 0.23 0.14 0.19 0.14 0.20 0.23 0.12 0.20 0.24 0.13 0.13 0.032 0.20 0.23 0.098 0.12 0.10 大口径Ａ 地区外A西側

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

B イ-1 2.3 0.080 0.46 0.58 0.17 0.98 0.86 0.64 0.44 0.61 0.62 0.54 0.53 0.46 0.26 0.55 0.54 < 0.005 < 0.005 0.088 0.008 < 0.005 < 0.005 0.006< 0.005 0.014 < 0.005 < 0.005 0.016 0.012 0.014 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 イ-1 B

D イ-24 0.23 0.26 0.19 0.18 0.48 0.40 0.21 0.22 0.21 0.19 0.19 0.15 0.19 0.22 0.16 0.12 0.14 0.13 0.064 0.095 0.10 0.090 0.071 0.10 0.040 0.051 0.073 0.078 0.095 0.16 0.16 0.12 0.13 0.24 - 0.039 0.22 イ-24 Ｄ

F イ-3 0.32 0.39 0.44 0.35 0.10 0.16 0.12 0.074 0.32 0.28 < 0.005 0.026 0.076 0.071 0.068 < 0.005 0.094 0.014 0.066 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.039 0.032 0.023 0.019 0.026 0.028 0.014 < 0.005 0.005 0.030 0.079 0.006 - 0.070 0.15 イ-3 F

G イ-4 0.016 0.071 0.034 0.052 0.12 0.10 0.11 0.065 0.080 0.092 0.088 0.075 0.065 0.069 0.091 0.072 0.056 0.041 0.033 0.020 0.017 0.022 0.014 0.013 0.006 0.015 < 0.005 0.008 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.006 < 0.005 < 0.005 0.042 イ-4 G

H イ-9 0.047 0.056 0.060 0.056 0.050 0.068 0.049 0.061 0.051 0.051 0.068 0.051 0.055 0.050 0.055 0.057 0.051 0.057 0.052 0.052 0.054 0.052 0.058 0.057 0.057 0.056 0.053 0.057 0.053 0.051 0.069 0.033 0.036 0.066 0.042 0.067 0.022 イ-9 H

イ-6-1 0.42 0.37 0.29 0.086 0.47 0.49 0.46 0.67 0.80 0.48 0.53 0.64 0.58 0.48 0.51 0.29 0.72 < 0.005 0.062 0.58 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.34 0.009 0.18 < 0.005 0.027 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.083 < 0.005 0.028 0.022 0.013 < 0.005 イ-6-1

イ-12 0.042 0.045 0.061 - 0.017 0.011 0.025 0.027 0.037 0.019 < 0.005 0.037 0.044 0.053 0.022 < 0.005 0.036 < 0.005 < 0.005 0.012 < 0.005 0.016 0.029 0.013 0.029 0.012 0.038 0.051 0.016 0.032 < 0.005 < 0.005 0.034 - - - - イ-12

イ-15 0.31 0.56 0.63 0.12 0.54 0.68 0.20 0.48 0.45 0.45 < 0.005 0.20 0.38 0.33 0.32 0.31 0.30 0.33 0.32 0.28 < 0.005 0.22 0.24 0.22 0.18 0.21 0.14 0.22 0.19 0.16 0.15 0.15 0.21 0.25 0.20 0.038 0.10 イ-15

K イ-5 0.012 0.006 0.005 <0.005 0.008 0.013 0.021 0.014 0.010 0.006 0.006 0.007 0.010 0.007 0.007 < 0.005 0.008 0.005 0.005 0.006 < 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005< 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.007 0.013 < 0.005 0.008 イ-5 K

イ-8 0.025 0.028 0.035 0.023 0.029 0.041 0.032 0.022 0.026 0.021 0.008 0.028 0.015 0.018 0.034 < 0.005 0.027 0.005 0.027 0.022 0.005 0.026 0.035 0.037 0.041 0.022 0.007 0.021 0.017 < 0.005 < 0.005 0.011 < 0.005 0.019 0.027 0.007 0.006 イ-8

イ-19 0.016 0.009 0.015 0.010 0.010 0.011 0.011 0.008 0.006 0.007 0.007 0.007 0.005 0.005 0.005 0.008 0.005 0.006 0.009 0.009 0.006 0.005 0.006 0.005 0.007 0.011 0.012 0.012 0.010 0.009 0.024 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 イ-19

イ-20 0.058 0.074 0.070 0.029 0.058 0.13 0.060 0.068 0.068 0.078 < 0.005 0.023 0.068 0.061 0.053 0.013 0.020 0.045 0.070 0.078 0.026 0.030 0.010 0.019< 0.005 < 0.005 0.008 0.011 0.009 0.009 0.017 0.016 - - - - - イ-20

イ-21 0.092 0.086 0.065 0.19 0.080 0.13 0.14 0.10 0.060 0.075 0.13 0.096 0.10 0.11 0.090 0.075 0.083 0.10 0.065 0.070 0.060 0.086 0.073 0.081 0.063 0.048 0.067 0.046 0.051 0.084 0.050 - - - - - - イ-21

イ-22 0.017 0.013 0.016 0.020 0.019 0.018 0.011 0.014 0.011 0.010 0.007 0.006 0.010 0.012 0.009 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005< 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.006 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 イ-22

イ-13 0.043 0.046 0.042 0.039 0.036 0.051 0.044 0.032 0.028 0.034 0.029 0.043 0.054 0.053 0.055 0.054 0.054 0.044 0.047 0.046 0.046 0.058 0.049 0.045 0.043 0.053 0.045 0.043 0.048 0.036 0.036 0.037 0.025 0.038 0.028 0.038 0.028 イ-13

イ-17 0.041 0.038 0.042 0.041 0.038 0.042 0.030 0.040 0.038 0.043 0.019 0.013 0.038 0.051 0.065 0.058 0.088 0.095 0.088 0.084 0.029 0.061 0.094 - - - - - - - - - - - - - - イ-17

イ-18 0.050 0.049 0.049 0.048 0.048 0.049 0.046 0.006 0.025 0.034 < 0.005 0.032 0.017 0.020 < 0.005 0.005 0.044 0.021 0.043 0.031 0.026 0.042 0.044 0.037 0.042 0.041 0.040 0.046 0.039 0.032 0.047 0.025 0.035 0.062 0.033 0.050 0.022 イ-18

地区外N南側 イ-14 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 0.007 0.009 0.008 0.008 < 0.005 0.008 0.009 0.008< 0.005 < 0.005 0.008 0.008 < 0.005 0.012 0.017 0.009 0.009 0.011 0.008 0.007 0.006 イ-14 地区外N南側

イ-11 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005< 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 イ-11

イ-16 0.005 0.007 0.007 0.008 0.013 0.013 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 0.019 0.020 0.025 0.012 0.030 0.026 0.007 0.005 < 0.005 < 0.005 0.017 0.024 0.012 < 0.005 < 0.005 0.016 0.008 < 0.005 < 0.005 0.016 0.064 0.049 0.029 0.021 0.021 イ-16

表の凡例 基準5倍以下 基準50倍以下 基準50倍超

地区外O東側

J

N N

O O

休止 休止 休止 休止 休止

J

地区外O東側

平成２８年

井戸名 地区名地区名 井戸名
平成２５年 平成２６年 平成２７年

B

O

D

N N

O

J

K

地区名

A

休止 休止 休止 休止 休止 休止

地区名 井戸名

H H

平成２５年 平成２６年

A

B

平成２７年 平成２８年

D

井戸名

休止

J

K

3.2  1,4-ジオキサン地下水モニタリング結果 

平成 25年 4月～平成 28年 10月のモニタリング井戸及び揚水井戸における 1,4-ジオキサンの地下水モニタリング結果を表 3-1、図 3-2及び図 3-3に示す。

表 3-1 1,4-ジオキサン地下水モニタリング結果 
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岩手・青森県境不法投棄現場
における

1,4-ジオキサン濃度の経年変化
（高濃度地区：Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｊ地区）

< ～H28.10>
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Ｂｰ1
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青森県

岩手県

県 境

凡例

１ 配置図

２ グラフ

廃棄物撤去済箇所

ｲｰ24

揚水井戸

↑23

ｲｰ17

低下傾向

横ばい、上昇傾向

※ 灰色のグラフは環境基準適合が１年

以上の地点（抜粋）。

モニタリング井戸

ヨｰ1

 

図 3-2 各地区の平均 1,4-ジオキサン濃度経時変化（高濃度地区） 
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図 3-3 各地区の平均 1,4-ジオキサン濃度経時変化(低濃度地区) 

ｲｰ20

ｲｰ21

ｲｰ22

ｲｰ8

ｲｰ19

ｲｰ9

ため池

ｲｰ3
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岩手県

県 境

凡例

１ 配置図

２ グラフ

廃棄物撤去済箇所

モニタリング井戸

↑23

低下傾向

横ばい、上昇傾向

※ 灰色のグラフは環境基準適合が１年

以上の地点（抜粋）。

青森県

揚水井戸

岩手・青森県境不法投棄現場
における

1,4-ジオキサン濃度の経年変化
（低濃度地区）

< ～H28.6>
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【地下水モニタリング結果のまとめ】 

地下水中の 1,4-ジオキサンについて、p7 の表 3-1 に示すように平成 25 年 4 月から場内各

地区の複数の井戸でモニタリングを実施している。 

平成 25年 4月のモニタリング開始直後は、多くの井戸で 1,4-ジオキサンの基準超過が確認

されていたが、図 3-1 に示す揚水井戸（ヨ系統）での地下水揚水処理の実施に伴い場内全体

で濃度が低下し、平成 28 年 10 月時点では多くの井戸で濃度の顕著な低下や、基準適合が確

認されている。 

一方で、図 3-2 及び図 3-3 に示すように基準超過が確認されているモニタリング井戸も存

在する。大局的には主に A、B、D、J地区において高濃度の基準超過の継続や高濃度汚染が確

認され、その他の地区では基準超過が確認されている場合も基準値の比較的低濃度で推移し

ている。 
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3.3 平成 28年度までに実施した調査・対策 

地下水中の 1,4-ジオキサン基準超過の状況を踏まえ、主に高濃度地区において、平成 28年

度までに追加対策を実施した。追加対策の実施内容を表 3-2と図 3-4に示す。平成 27年度ま

での対策工の概要は、表 3-2の 5、7、8等のとおり、局所的な環境基準超過土壌（汚染溜り）

の掘削除去等を行った。平成 28年度内に 1,4-ジオキサン高濃度箇所の汚染溜りの除去は概ね

完了する見込みである。 

表 3-2 現場内でのこれまでの 1,4-ジオキサン対策の主な経緯 
番

号 

年月 対策地区 対策概要 調査・対策の内容と結果 

１ 平成 25 年 4 月      

～ 

全体 基本対策（井戸から

の揚水） 

揚水井戸及び水処理施設を新設し、基本対策として揚水を開始 

２ 平成 26年 1月 ①Ａ地区 

 

②ＡＢ地区境

界 

＜25年度調査＞ 

 

①ボーリング調査 

（2地点） 

②浸出水調査 

平成 25 年 4 月以降、揚水井戸等のモニタリングを実施の結果、継続してジオキ

サンが基準超過する井戸があったことから、当該井戸周辺において 

①2か所のボーリング調査の結果、砂質土層（透水層）からジオキサン検出 

・透水層（下）：最大 0.025mg/L  ・透水層（上）：最大 0.031mg/L 

②同様に基準超過井戸付近からの浸出水 0.21 mg/L検出 

３ 平成 25年 12月 

～平成 26 年 7

月 

県境（Ａ地区

西側付近） 

県境鋼矢板の設置 青森・岩手両県の調査結果、岩手県側から青森県側へのジオキサン汚染地下水

の流下の可能性を踏まえ、岩手県が次の工事を施工 

①場内県境部で鋼矢板未設置の区間（約 120m）に鋼矢板を設置 

②鋼矢板の北側沿いに集水される地下水の揚水井戸（大口径Ａ）を設置 

４ 平成 26年 8月 Ａ地区 キャッピングシート撤

去 

県境鋼矢板の施工完了後、Ａ地区全体のキャッピングシートを撤去 

５ 平成 26年 8月 

～10月 

ＡＢ地区境界 

 

 

25 年度調査結果に

基づく汚染土（一

部）の掘削除去等 

平成 25年度調査②で判明した汚染土壌を現場から掘削除去（１回目） 

その際、掘削除去した土壌（２地点）のジオキサン調査を実施（結果：0.052、

0.16mg/L） 

６ 平成 27年 6月 

～8月 

ＡＢ地区境界 ＜27年度調査①＞ 

表土及びボーリング

調査 

依然としてＡＢ地区境界の井戸で高濃度が継続していたことから、土壌の調査を

実施（表土 18地点、ボーリング６地点）し、さらに汚染源があることを把握 

土壌のジオキサンの調査結果：0.10～0.31mg/L 検出 

７ 平成 27 年 8 月 

～ 

Ａ地区 

Ｊ地区 

大型集水井戸の稼

働 

地下水でジオキサンが継続して基準超過しているＡ地区及びＪ地区に、周辺の汚

染地下水の効率的な収集のため、大型集水井戸及び横ボーリングを設置し、ジオ

キサン対策としての揚水を開始 

８ 平成 27 年 8 月

～11月 

ＡＢ地区境界 汚染土（一部）の掘

削除去 

平成 27年度調査①で判明した汚染土壌を掘削除去（2回目） 

９ 平成 27年 12月 Ｄ地区 大型集水井戸の稼

働（1号） 

Ｄ地区に大型集水井戸を設置し、ジオキサン対策としての揚水を開始 

10 平成 27年 12月 Ａ地区西側 ＜27年度調査②＞ 

表土及びボーリング

調査（２点） 

Ａ地区の大型集水井戸稼働（約4か月）後、モニタリング井戸でジオキサンの濃度

が低下傾向にないことから、当該地区井戸周辺の土壌調査を実施 

大型集水井戸西側の土壌のジオキサン調査結果：地下 10m 前後の層から最大

0.12mg/L 検出 

11 平成 28年 4月 

～6月 

Ａ地区西側 ＜28年度調査＞ 

ボーリング調査（6地

点） 

ジオキサンによる汚染範囲の特定のため、追加調査を実施 

東西 20m×南北 20m×厚さ 5mの広さの範囲と推定 

12 平成 28 年 4 月

～8月 

ＡＢ地区境界 汚染土の掘削除

去、横ボーリングの

設置 

平成 27 年度調査①で判明した汚染土壌を掘削除去（3 回目）し、掘削除去でき

ない汚染土壌（0.3mg/L 程度のジオキサンが検出）が存在する地層に汚染地下

水を集水するための横ボーリングを設置 

13 平成 28 年 5 月

～8月 

Ｄ地区 大型集水井戸の稼

働（2号、3号） 

Ｄ地区に大型集水井戸を設置し、ジオキサン対策としての揚水を開始 

14 平成 28年 8月 J地区 既往ライナープレー

トを用いた横ボーリン

グの設置 

J 地区の既往ライナープレート（H24 年に水銀汚染土壌掘削除去に使用）を再掘

削し、内部から地下水集水の為の横ボーリングを設置 

15 平成 28年 10月 N地区 大型集水井戸の稼

働（4号、5号） 

N地区に大型集水井戸を設置し、ジオキサン対策としての揚水を開始 

16 平成 28年 11月 

～12月（予定） 

Ａ地区西側 汚染土の掘削除去  平成 28 年度調査（番号 11）で範囲が判明した汚染土壌を、ライナープレートを

用いて掘削除去を実施中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-4 現場内でのこれまでの 1,4-ジオキサン対策の主な実施箇所 

番号４：H26.8 

キャッピングシートの撤去 

 

番号３：H25.12～H26.7 

県境鋼矢板の設置 

番号２：H26.1 

H25年度調査 

番号５：H26.8～10 

H25 年度調査に基づ

く汚染土の掘削除去

(1回目) 

番号７：H27. 8 

A地区大型集水井戸の稼働 

番号７：H27. 8 

J地区大型集水井戸の稼働 

番号６：H27.6～8 

H27年度調査① 

番号８：H27.8～11 

H27年度調査に基づく汚染土

の掘削除去(2回目) 

番号９：H27. 12 

D 地区大型集水井戸（1 号）

の稼働 

番号 10：H27. 12 

H27年度調査② 

番号 11：H28. 4～6 

H28年度調査 

番号 12：H28.4～ 

汚染土の掘削除去(3回目) 

横ボーリングの設置 

番号 14：H28. 8 

大型集水井戸の稼働 

横ボーリングの設置 

番号 13：H28. 5～8 

D,K 地区大型集水井戸（2

号、3号）の稼働 

番号 16：H28.11～12 

H28 年度調査に基づく汚染

土の掘削除去 

番号 15：H28. 10 

N 地区大型集水井戸（4 号、

5号）の稼働 

平成 28年度実施項目 

 平成 28年度実施項目 
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1)A地区西側県境部の 1,4-ジオキサン汚染土壌調査・対策工設計 

 A 地区西側県境部のモニタリング井戸 1-⑤-ウや大口径 A の地下水で、比較的高濃度の 1,4

ジオキサンが継続して検出されたため、H27 年 12 月にボーリング調査を実施したところ、A

地区大型井戸の下流側の深部の土壌中に 1,4-ジオキサンの汚染溜りが確認された。 

対策工計画の前に、汚染範囲の絞り込み・確定のための追加のボーリング調査を行った。

調査の結果、No.8、No.11、No12 の深部（主にローム層）に最大で 1,4-ジオキサン土壌溶出

量 0.22(mg/l)が確認された。調査結果を図 3-5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査結果を踏まえ対策工を検討し、施工性や経済性を考慮した結果、φ14mのライナープレ

ートを用いた掘削除去工法を選定した。対策工の施工範囲は、図 3-5 に示すとおりであり、

標高 460～447mの範囲を掘削除去することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 A地区西側土壌の 1,4-ジオキサン追加調査結果と対策工 
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2)A地区西側県境部の 1,4-ジオキサン汚染土掘削除去工                                  

 調査・設計に基づき、φ14mのライナープレートを用いた 1,4-ジオキサン汚染溜りの掘削

除去を平成 28年 11月より実施中であり、12月までに完了する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)AB地区境界部の 1,4-ジオキサン汚染土掘削除去工                                    

 地下水中に1mg/L程度を超える 1,4-ジオキサン継続して確認されていたAB地区境界部は、

平成 26～28 年度に段階的に掘削除去を実施し、施工可能な汚染範囲は全ての掘削除去を完

了した。汚染土の掘削除去により周辺地下水の 1,4-ジオキサン濃度は低下傾向が確認されて

いる。 

なお、図 3-8の B-1調査孔付近は県境付近で施工後の法面について安定勾配を確保できず、

一部汚染溜りが残っている。（P14参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 A地区西側：ライナープレートを用いた汚染土壌掘削除去工詳細図 

図 3-7 A地区西側：汚染土壌掘削除去工状況 

全景 

内部掘削状況 

図 3-8 AB地区境界部汚染土掘削除去範囲 

図 3-9 AB地区境界部汚染土掘削除去状況 

県境 

H28年度掘削除去範囲 

H27年度掘削除去範囲 

B-1 北側は県境に近く、また地
形的な制約があるためこれ以上
の掘削は不可 

B地区貯水池 

B地区貯水池 

北 

南 

西 

B-1 
B-6 

県境 

全景 

※B1～B6は調査孔 

B-5 
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4)AB地区境界部の北側法面の横ボーリングの設置                                        

 3)に記載したように、AB 地区境界部の 1,4-ジオキサン汚染溜りについて、可能な範囲で

掘削除去を行ったが、北側の法面は地形的な制約から掘削範囲に制限が生じた。未掘削箇所

においても、1,4-ジオキサンを含有する地下水が賦存している可能性があるため、この地下

水を排除することを目的として横ボーリング工を実施した。横ボーリングは、水平方向へ削

孔を行い有孔管の塩ビ管を挿入し地下水の排水を促すものである。 

 横ボーリングは、地質調査の結果を踏まえ、透水性が比較的高く地下水が賦存していると

推定される下部 Af3層を対象とし、Af3層の上部（図の赤色）と下部（図の緑色）及び、Af3

層を貫くもの（図の青色）の 3 パターンの配置で実施した。横ボーリング配置図を図 3-10

に、施工状況を図 3-11に示す。図 3-11のように、地下水の集水が確認されており、今後設

置箇所の地下水の 1,4-ジオキサン濃度が低下することが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5)J地区既設のライナープレートを用いた大型集水井戸＋横ボーリングの設置（P11図 3-41参照）                               

 J 地区の南側では 1,4-ジオキサン対策工として、平成 27 年に大型井戸（南）を設置し、

地下水の揚水・浄化を実施している。一方で、J地区の北側には 1,4-ジオキサン対策工は実

施していなかった。J地区北側のイ-12では、かつて土壌の深部に水銀汚染が存在したため、

平成 24年度にφ9mのライナープレート使用した掘削除去が実施された。施工後のライナー

プレートは残置され内部は現地発生土で埋め戻されていたが、このライナープレートを再掘

削し集水井戸とし、内部から横ボーリングを施工し地下水排水を促す 1,4-ジオキサン対策工

を実施した。集水井戸と横ボーリング配置図を図 3-12に、施工状況を図 3-13に示す。図 3-13

のように、地下水の集水(30t/日程度)が確認されており、今後設置箇所の地下水の 1,4-ジオ

キサン濃度が低下することが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 AB地区境界部北側法面横ボーリング配置図 

図 3-11 AB地区境界部北側法面横ボーリング設置状況 

図 3-12 J地区既設ライナープレートからの横ボーリング配置図 

図 3-13 J地区既設ライナープレートからの横ボーリング設置状況 

下部 Af3層 

B-1 

全景 横ボーリング湧水状況 

横ボーリング湧水状況 
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6)D地区大型集水井戸の設置                                                         

 D地区では、1,4-ジオキサン対策と青森県境に設置した鋼矢板による地下水位管理を目的

として集水井戸を設置した。集水井戸は地下水集水量、影響半径及び地質条件等の項目を考

慮し、φ2500mmの鋼製ケーシングを 5基設置し、集水の為にケーシングに千鳥格子状に穴を

あけストレーナとした。集水した地下水は、ポンプアップし水処理施設で処理している。 

 集水井戸配置図を図 3-14に、施工状況を図 3-15に示す。図 3-15（右下写真）のように、

各井戸で地下水の集水が確認されており、今後この５基の井戸における地下水の 1,4-ジオキ

サン濃度が低下することが期待される。 

 なお、５基の集水井戸間等の推進工（地下配管）の施工は今後検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 D地区大型集水井戸（1～5号）配置図 

図 3-15 D地区大型集水井戸（1～5号）状況写真 

1号集水井戸 2号集水井戸 

3号集水井戸 4号集水井戸 

5号集水井戸 ケーシング設置状況 

掘削状況 

地下水集水状況 

縦断図 

南 
北 

県境鋼矢板 
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3.4 今後の浄化の見込み 

場内地下水中の 1,4-ジオキサン基準超過の状況を踏まえ、基本対策（揚水処理）の実施に

加えて、主に高濃度区画（汚染溜り）で追加対策を実施し、これまでに一定の対策効果が確

認されている。 

しかしながら、これまでの対策実施経緯と現状を踏まえると、現行実施計画の期限である

平成 30年 3月末までに現場内で土壌及び地下水の環境基準適合の達成が見込めない状況にあ

ると考えられる。(当初計画どおりに浄化が進行しなかった理由の詳細については「Appendix 

1,4-ジオキサン地下水汚染のメカニズム」参照)。 

掘削除去等の一連の追加対策は完了しており、今後は各種井戸による揚水と水処理、及び

L地区において掘削土の洗い出しを実施していく計画である。各地区の今後の見込みの詳細

を以下に示す。 

 

１) 濃度低下が確認できない地点（Ａ地区西側及びＡＢ地区境界部）についてのこれまでの対策

と今後の見込み 

 

Ａ地区西側及びＡＢ地区境界部では揚水量が少なく浄化が進まなかったことに加えて、本

来当該地区の汚染源として推定していた量を超えて環境基準を超過した土壌（汚染溜り）の

存在が明らかになった。 

また、これらの地点は、Ａ地区に追加設置した大型集水井戸で集水されない範囲（大型集

水井戸下流側等）にあることから、さらに掘削除去等の追加対策が必要となった。（各地点

のこれまでの対策の状況は表 3-2、P12参照） 

 各地点の状況は以下のとおり。 

(1) ＡＢ地区境界部 

ア 濃度低下の見込み 

 ・段階的な汚染溜りの掘削除去等により、濃度が低下傾向であり、平成 30年～32年度に

は浄化される見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) Ａ地区西側 

ア 濃度低下が確認できなかった理由 

・基本対策では揚水量が少なく浄化が進まなかったこと。（ヨ-5、1-⑤-ウとも 1t/月未満） 

・汚染源の調査を行った結果、汚染溜りが存在することが平成 27年度末に判明したこと。 

・当該汚染溜りはＡ地区大型集水井戸の地下水下流域に存在するため、当該井戸で集水さ

れないこと。 

 

イ 追加対策の有効性 

・Ａ地区西側はこれまで揚水量が少なく浄化が進まなかった位置であること、調査により

汚染溜りの範囲が確定していることから、掘削除去が最も効率的であると考えられる。 

・ただし、透水層地層に沿って汚染が広がった地下水も当該地区に少なからず影響してい

ると考えられることから、当該地区の地下水最下流部に設置した大口径Ａ井戸における

揚水により浄化対策を行うことが必要と考えられる。 

 

ウ 濃度低下の見込み  

・掘削除去の対策を講じたヨ-３をモデルとして、濃度低下傾向をあてはめると、最も時間

を要すると見込まれる１-⑤-ウで平成３３年度に環境基準に適合と推定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-16 AB地区境界部での地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-17 A地区西側の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-19 D地区西側の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-20 H地区西側の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 
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2) 環境基準程度の汚染が確認され続けている井戸（Ａ、Ｂ地区以外）についての今後の見込み  

 

濃度低下が確認されているＡ、Ｂ以外の地区でも基準を満たしていない井戸があるが、地

下水濃度が最大でも基準の 5倍未満であることから、汚染溜りが大量に存在する状況にはな

いと推測される。（本県現場でのこれまでの知見から、汚染溜りが存在する場合、その付近

では基準の 10倍前後の地下水が確認される傾向がある。）  

また、揚水対策（Ｄ、Ｊ地区は大型井戸を追加設置）で揚水量が確保されており、今後濃

度が低下すると推測される。 

 各地区の状況は以下のとおり。 

 

(1) Ｄ地区 

・ヨ-8、イ-24が超過しているが、濃度は低下傾向にある。 

・平成 27 年 12 月から当該井戸周辺で大型集水井戸を稼働し、地区全体の揚水量は約 500

ｔ/月に増加している。 

・濃度推移から平成 29年度までには環境基準まで浄化されると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) Ｈ地区 

・ヨ-13、イ-9が超過しているが、基準の 2倍未満であり、徐々に低下傾向を示している。 

・井戸を増やし揚水を強化（H27.7）しており、地区全体の揚水量は約 600ｔ/月に増加し

ている。 

・また、地下水上流側のＦ地区、Ｇ地区でも濃度が低下してきている。 

・揚水強化後の濃度推移から平成 29年度までには環境基準まで浄化されると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) Ｊ地区 

 ・イ-6、イ-15が超過しているが、濃度は低下傾向にある。 

 ・南側の大型集水井戸稼働後（H27.8以降）、地区全体の揚水量は 50ｔ/月⇒300ｔ/月に増

加している。 

 ・濃度推移から平成 31年度には環境基準まで浄化されると推測される。 

 ・ただし、イ-15は濃度低下が遅いため、北側に大型集水井戸を増設し、浄化速度を早め

る計画としている（H28.8完了）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) Ｎ地区 

 ・イ-21、大口径(北)で基準超過があったが、濃度は低下傾向を示している。 

 ・濃度推移から今年度中には環境基準まで浄化されると推測される。 

 ・イ-21はＶＯＣ対策により撤去したが、今後、隣接地に大型集水井戸を設置する計画と

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-20 J地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-21 N地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-23 O地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 
図 3-18 D地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 

図 3-19 H地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 
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(5) Ｏ地区 

 ・ヨ-18、イ-16、イ-18 で散発的に基準を超える濃度が確認されているが、最大でも基準

の 1.3倍程度であり、年平均では基準値を下回っている状況である。 

 ・地下水流向からＪ地区南側の影響と推測されるが、(3)のとおり大型集水井戸による揚

水対策を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-22 O地区の地下水中の 1,4-ジオキサン濃度低下の見込 
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3) ジオキサンによる汚染土壌の洗出し（掘削・洗出し・埋戻し）                                                                                        

今後、現場から掘削除去した土壌環境基準を超過した土壌についてジオキサン濃度の低減化を図る必要があり、現場において土壌の洗出しについてテストを試行している。 

○Ａ地区西側、ＡＢ地区境界部から掘削除去した高濃度汚染土壌は場内の不浸透地盤の箇所（Ｌ地区）に仮置きし、雨水が浸透してジオキサンが溶け出した浸出水は水処理施設（促進酸化

法）に誘導され処理されている。 

○しかし、仮置き土（全体 23,000㎥）の積上げ高さが５ｍになるため、雨水の浸透のみでは浄化されない又は均一に浄化されずに汚染が残留することが懸念される。 

○そこで、仮置き土に重機でジオキサン処理後の処理水を混合しながら撹拌する洗出しを数回行い、浄化した土壌を場内の埋戻しに活用することを計画している。 

○なお、現場内で洗出しを行うことにより、汚染土壌を外部搬出して処分する場合の１／３程度の費用となるので、費用対効果の観点でも有効な手段と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 境

岩手県

（２０１５．１０．６撮影 航空写真）

Ｂ地区

南調整池沈砂池

青森県既設遮水壁

岩手県既設鋼矢板 水処理施設ストックヤード

原水槽

沢に放流

現場事務所

処理水
貯留槽

大型集水井戸

Ａ地区

Ｊ地区

青森県

そ

そ

そ

①高濃度汚染土壌掘削

28,29年度 7,000㎥

②洗出し

○稼動時期 5～10月まで（凍結防止）

○既存掘削量 16,000㎥①

○高濃度汚染土壌掘削 7,000㎥②⇒全体 23,000㎥（①＋②）

○1クール当り約2,000㎥の洗出し（洗い場の容積約2,000㎥）

概ね 2,000㎥×12クール（28年度スタートで33年度まで）

○1クール３ヶ月

（搬入0.5ヶ月、撹拌洗浄1.0ヶ月、養生1.0ヶ月、搬出0.5ヶ月）

大型集水井戸

Ｎ地区

③埋戻し

Ｌ地区

汚染土壌

浄化土壌

浸出水⇒水処理施設で処理
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○高さ２ｍ程度の土堰堤の設置し、その中に仮置き土2,000㎥程度を入れ
る。
○重機が移動できるように土の上に足場（鉄板）を設置する。

○十分に処理水を土に加水しながら重機（ミキシングバケット）を使用して
撹拌する。
○浸出水は砂利層でろ過して、水処理施設に誘導して処理する。

○撹拌した土は含水率が下がるまで養生する。（養生期間：２、３週間）

浄化不十分

浄化完了

概ね2回の洗出しで土壌環境基準の１／１０未満（＜0.005mg/L）

①仮置き土の整地

②対象土への混合・撹拌

③養生

④土壌・浸出水分析
○土壌・浸出水の分析を行い浄化を確認する。
（浄化基準：土壌<0.005mg/L、浸出水<0.05mg/L）

現場試験① 現場試験②

搬入時土壌濃度 0.1～0.3mg/L 0.081mg/L 0.13mg/L

洗出し２回目 <0.005mg/L － <0.005mg/L

⑤運搬・埋戻し利用 ○浄化が確認された土壌を場内で運搬し、埋戻しに利用する。 洗出し１回目
0.011mg/L

（浸出水0.044mg/L）
<0.005mg/L 0.005mg/L

使用重機

図１ 高濃度汚染土壌の洗出しのフロー図

図２ 現場試験状況写真

処理水の混合・撹拌状況

浸出水をろ過する砂利層 養生後の土壌

表１ 現場土壌試験結果


